
16310　植調　Vol.53, No.6（2019)

and Management 11(4), 175-189.
汪 光煕ら 1998. スルホニルウレア系除草剤

抵抗性生物型のキクモの出現 . 雑草研究 
43( 別 ), 38-39.

藪 野友三郎 1975. ヒエ属植物の分類と地理
的分布 . 雑草研究 20(3), 97-104.

山 岸淳 1983. ミズガヤツリの生活過程の解
析と防除に関する研究 . 雑草研究 28(2), 
71-78.

山 岸淳 1985. 水稲作雑草防除の現状と問題

点　温暖地 . 雑草研究 30(3), 188-194.
山 崎信弘 1997. 北海道における水田雑草の

発生状況 . 植調 31(6), 231-237.
山 崎幸重 1999. 高知県の早期水稲における

雑草の発生生態と防除技術 . 植調 33(7), 
256-259.

保 田謙太郎 2018. 水田に生育する水田雑草
タイヌビエの由来 . 植調 52(8), 574-577.

横 山昌雄 2017. 第 4 世代の一発処理剤「問
題雑草一発処理剤」. 植調 51(3), 75-80.

米 倉正直 1988. 神奈川県におけるミズガヤ
ツリの種内変異と防除上の特性に関する研
究 . 雑草研究 33(2), 89-96.

吉 田修一ら 1999. 宮城県におけるスルホニ
ルウレア系除草剤抵抗性イヌホタルイの確
認 . 雑草研究 44( 別 ), 70-71.

　

　ヤマゴボウ科ヤマゴボウ属の多年草。北アメリカ原産で明治
の初めに渡来したとされ，空き地や道端などにごく普通。茎は
太く赤みを帯び，背丈は 2m にもなる。花序は垂れ下がり，花
はやや赤みを帯びた白色であるが熟すと黒紫色になる。この果
実をつぶすと赤紫色の果汁が出るが，これが衣類や皮膚に着く
となかなか落ちない。全体にアルカロイドなどの有毒成分が含
まれる。
　子どものころ，大阪の堺市に住んでいた。小学校の 4，5 年
生の頃だっただろうか算盤塾へ通っていた。特に算盤の上達を
望んでいたわけでもなく，少し離れたところの子ども達も集
まってくるのが楽しかった。その塾の道向こうに少し大きな空
き地があった。塾に通う子どもらは，早めに集まって空き地で
遊ぶのが楽しみであった。

　夏休みに入ると，集まる時間も早くなってくる。その空き地
にもうっそうと草が繁り，その草をかき分けての秘密の基地づ
くりが始まるのである。周りには子どもの背丈以上の草が繁っ
ていた。通路になるところを足で踏み固めながら，その奥を少
し広げて草を座布団のように敷き，何するわけでもなく家から
持ってきたお菓子を食べていた。
　ところがある日を境に基地づくりが終わった。仲間の誰かが
服を紫色に染めて帰ったところ家の人に見とがめられ，お兄さ
んかお姉さんか，誰か植物に詳しい人に教えられた。その草は

「ヨウシュヤマゴボウ」と言って毒なんだよ，と。
　以来，未だに，ヨウシュヤマゴボウを見ると触らずに避けて
通り過ぎている。
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追加立茎や親茎更新を用いた萌芽制御
によるアスパラガス長期どり栽培での
端境期生産技術開発の取り組み

はじめに

アスパラガスは野菜の中でも収益性
の高い品目として有望であるが，秋～
春期（10 月～ 4 月）は輸入品の比率
が高く，国産品の生産量が国内需要を
満たしていない状況である。そこで，
温暖な気象条件を有する九州地方，亜
熱帯地域に属し年間を通して気温が高
い沖縄県を対象に，農研機構九州沖縄
農業研究センター，長崎県農林技術開
発センター，沖縄県農業研究センター
の 3 機関でプロジェクトを組み，農
林水産省の研究事業により，秋～春期
の国産アスパラガスの供給力を強化す
るための長期どりの新しい作型の原型
の開発に取り組んだ。アスパラガスの
長期どり栽培では，光合成をさせるた
めに立茎し成長させた親茎（成茎）を
栽培期間中そのまま維持しつつ萌芽し
た若茎を収穫し続けるのが基本である
が，本プロジェクトでは，追加立茎や
親茎更新を行うことによって若茎萌芽
パターンを変化させ，従来の長期どり
栽培では収量の少ない時期である秋～
春期の若茎収量の比率を高めることが
可能かどうかについて検討したので，
その成果の一部をご紹介したい。

追加立茎，親茎更新とは

図 -1 に，追加立茎と親茎更新の模
式図を示した。追加立茎とは，長期ど
り栽培の途中で新しい親茎を追加する
ことで，主なねらいは光合成の場であ

る擬葉の量を増やして株の光合成量を
増加させることである。一般に，追加
立茎中は若茎の萌芽本数が少なくな
る。親茎更新とは，長期どり栽培の途
中で古い親茎を刈り取って新しい親茎
を伸長させて更新することで，主なね
らいは光合成能力の低下した親茎を更
新して株の光合成生産力を回復させる
ことである。通常の長期どり栽培では，
台風や病害虫によって親茎が大きなダ
メージを受けた場合にやむを得ず行わ
れる場合が多い。一般に，若茎萌芽に
十分な温度があれば親茎更新直後は若
茎の萌芽本数が増加する。

九州での長期どり栽培に
おける夏季追加立茎と秋季
ビーエー液剤茎葉散布の組
み合わせによる10月と翌年
春芽の若茎収量増加の試み

長崎県農林技術開発センターで
は，半促成長期どり栽培における夏
季追加立茎法を開発している（陣野 
2014a）。この栽培法は，通常の立茎
時期にうね 1 ｍ当たり約 10 本立てた
親茎に，8 月からうね 1 ｍ当たり約
20 本を追加立茎（総立茎本数は約 30
本 / ｍ）し（図 -2），追加立茎後の約
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図−1　追加立茎と親茎更新の模式図
図-1 追加立茎と親茎更新の模式図
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図−2　‌生育期（左）および全刈時（右）の慣行区および追加立茎区の茎葉の繁茂状況
　　　　　　（陣野‌2014，長崎県農林技術開発センター）図-2 生育期（左）および全刈時（右）の慣行区および追加立茎区の茎葉の繁茂

状況（陣野 2014a、長崎県農林技術開発センター）
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1 か月半の夏場の過酷なハウス内環境
下での栽培管理や収穫作業を大幅に省
力化する栽培法である。この栽培法に
より，夏芽後半の若茎収量は大幅に減
少するが，単価の高い翌年の春芽およ
び夏芽前半の若茎収量が増加すること
により，慣行とほぼ同等の年間収量が
確保できるとされている。また近年，
一般に夏秋どりの収穫期間延長と増収
の効果はあるが，翌年春芽の若茎収量
が減収するとされている秋季のビー
エー液剤（ベンジルアミノプリン液剤）
の茎葉散布について，春芽も増収する
可能性のあることが示されている（陣
野 2014b）。そこで，長崎県農林技術
開発センターにおいて，夏季追加立茎
と秋季ビーエー液剤茎葉散布の組み合
わせにより，秋季のまだ共同選果場が
稼働している 10 月と，翌年春芽の若
茎収量増加を同時に図れるかどうかに
ついて検討した。

2015 年の時点で 8 年生株だった
「ウェルカム」を用いた。慣行区（う
ね 1 ｍ当たり 10 本の親茎を立茎），
および 3 つの処理区として追加立茎
区（8 月からうね 1 ｍ当たり約 20 本
を追加立茎），追加立茎＋ BA(9/20)
区（追加立茎し，9 月 20 日にビーエー
液剤 600 倍液を茎葉散布），追加立茎
＋ BA(10/1) 区（追加立茎し，10 月 1
日にビーエー液剤 600 倍液を茎葉散
布）を設け，追加立茎開始時の 8 月

を起点として，2015 年 8 月～ 2016
年 7 月（ 以 下，2015 ～ 2016 年 ），
2016 年 8 月～ 2017 年 7 月（以下，
2016 ～ 2017 年）の 2 つの生育期間
で時期別，年間の若茎収量を調査した。

調査結果を表 -1 に示した。以下，
処理区での増収，減収の％は慣行区
に対しての値として示す。2015 －
2016 年は，処理区ではいずれも 8 月
～ 9 月の若茎収量は 50％以上の減収
であったが，10 月の若茎収量は追加
立茎とビーエー剤の茎葉散布を組み合
わせた 2 つの区で大幅に増加した。2
月～ 4 月の春芽の若茎収量は，追加立
茎区と追加立茎＋ BA(10/1) 区で 30
～ 37％増収となったが，10 月の増収
が著しかった追加立茎＋ BA(9/20) 区
では慣行区と同程度であった。処理区
の 10 月と 2 月～ 4 月の春芽の合計収
量は，17 ～ 38％増収となった。

2016 ～ 2017 年 は， 処 理 区 の 8
月～ 9 月の若茎収量は慣行区よりも
大幅に少なかったが，慣行区含めて
2015 ～ 2016 年よりも全体的に若茎
収量が多かった。10 月は気温が高く
推移したこともあり，慣行区，追加立
茎区の収量が 2015 ～ 2016 年よりも
多く，追加立茎とビーエー剤の茎葉散
布を組み合わせた 2 つの区ではビー
エー液剤散布の増収効果がみられな
かった。追加立茎とビーエー液剤の茎
葉散布を組み合わせた 2 つの区では，

2 月～ 4 月の春芽の若茎収量は 35 ～
45％の増収，10 月と翌年 2 月～ 4 月
の春芽の合計収量も 17 ～ 26％増収
となった。一方，追加立茎区では 2
月～ 4 月の春芽の若茎収量は 8％の減
収，10 月と翌年 2 月～ 4 月の春芽の
合計収量も 13％の減収となった。

処 理 区 の 2015 ～ 2016 年，2016
～ 2017 年の調査期間を通した若茎収
量は，いずれも慣行区と同程度か低い
傾向であった。

以上の結果から，夏季追加立茎と秋
季のビーエー液剤の茎葉散布の組み
合わせにより，10 月あるいは 2 月～
4 月の春芽期間それぞれでみた場合に
は，慣行比での増収効果には年次間
差がみられたものの，10 月と 2 月～
4 月の合計収量は比較的安定した増収
効果が見込めるのではないかと考えら
れた。特に，10 月の気温が高かった
2016 ～ 2017 年において，夏季追加
立茎のみではこの合計収量が慣行区よ
りも低くなったのに対して，秋季ビー
エー液剤の茎葉散布を組み合わせた区
においては 2015 ～ 2016 年と同様の
増収効果がみられた。現状では理由に
ついては明らかにできていないが，本
誌で池内（2017）も述べているように，
近年の春芽の若茎収量低下の一因と考
えられている秋季の高気温化への対策
技術としての観点から，ビーエー液剤
の使用時期や濃度，散布量，散布後の

表-1　夏季追加立茎とビーエー液剤茎葉散布処理の組み合わせが若茎可販収量に及ぼす影響（長崎県農林技術開発センター）

調査年z 試験区

(kg/a) 慣行比y (kg/a) 慣行比 (kg/a) 慣行比

(kg/a) 慣行比 (kg/a) 慣行比 (kg/a) 慣行比

2015-2016

追加立茎＋BA(9/20) 12 (47) 16 (518) 67 (99) 83 (117) 102 (105) 198 (102)

追加立茎＋BA(10/1) 7 (26) 10 (307) 88 (130) 98 (138) 92 (94) 196 (101)

追加立茎 10 (37) 5 (146) 93 (137) 97 (137) 76 (78) 183 (94)

慣行 26 (100) 3 (100) 68 (100) 71 (100) 98 (100) 194 (100)

2016-2017

追加立茎＋BA(9/20) 50 (57) 18 (81) 73 (145) 91 (126) 79 (121) 220 (98)

追加立茎＋BA(10/1) 43 (49) 17 (77) 68 (135) 85 (117) 81 (124) 209 (93)

追加立茎 29 (33) 16 (75) 46 (92) 63 (87) 65 (99) 157 (70)

慣行 88 (100) 22 (100) 50 (100) 72 (100) 65 (100) 225 (100)
z2015-2016：2015年8月～2016年7月，2016-2017：2016年8月～2017年7月
y慣行区を100とした場合の相対値
x2016-2017は11月にも収穫物が得られたので10月，11月の合計値

8月～9月 10月～4月 5月～7月 調査期間計

10月x 2月～4月 計

表−1　‌夏季追加立茎とビーエー液剤茎葉散布処理の組み合わせが若茎可販収量に及ぼす影響（長崎県農林技術開発センター）
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誌で池内（2017）も述べているように，
近年の春芽の若茎収量低下の一因と考
えられている秋季の高気温化への対策
技術としての観点から，ビーエー液剤
の使用時期や濃度，散布量，散布後の

表-1　夏季追加立茎とビーエー液剤茎葉散布処理の組み合わせが若茎可販収量に及ぼす影響（長崎県農林技術開発センター）

調査年z 試験区

(kg/a) 慣行比y (kg/a) 慣行比 (kg/a) 慣行比

(kg/a) 慣行比 (kg/a) 慣行比 (kg/a) 慣行比

2015-2016

追加立茎＋BA(9/20) 12 (47) 16 (518) 67 (99) 83 (117) 102 (105) 198 (102)

追加立茎＋BA(10/1) 7 (26) 10 (307) 88 (130) 98 (138) 92 (94) 196 (101)

追加立茎 10 (37) 5 (146) 93 (137) 97 (137) 76 (78) 183 (94)

慣行 26 (100) 3 (100) 68 (100) 71 (100) 98 (100) 194 (100)

2016-2017

追加立茎＋BA(9/20) 50 (57) 18 (81) 73 (145) 91 (126) 79 (121) 220 (98)

追加立茎＋BA(10/1) 43 (49) 17 (77) 68 (135) 85 (117) 81 (124) 209 (93)

追加立茎 29 (33) 16 (75) 46 (92) 63 (87) 65 (99) 157 (70)

慣行 88 (100) 22 (100) 50 (100) 72 (100) 65 (100) 225 (100)
z2015-2016：2015年8月～2016年7月，2016-2017：2016年8月～2017年7月
y慣行区を100とした場合の相対値
x2016-2017は11月にも収穫物が得られたので10月，11月の合計値

8月～9月 10月～4月 5月～7月 調査期間計

10月x 2月～4月 計

表−1　‌夏季追加立茎とビーエー液剤茎葉散布処理の組み合わせが若茎可販収量に及ぼす影響（長崎県農林技術開発センター）
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養水分管理等，効果を安定させる使用
法について改めて検討する余地はある
と考えられる。

沖縄県での長期どり栽培に
おける親茎更新による秋冬
期生産の試み

沖縄県農業研究センターでは，無加
温ハウスにおいて，2 月下旬～ 11 月
に収穫を行い，12 月～ 2 月中旬は収
穫を行わずに株養成，2 月中旬に親茎
更新を行い，すぐに立茎作業に入る
という全期立茎型の長期どり栽培を
開発しており，2 年生株～ 5 年生株ま
で毎年 10a 換算で 4t 以上の若茎可販
収量のデータが得られている（島袋ら 
2015）。現在沖縄県では，アスパラガ
スの生産はごく一部のみでしか行われ
ていないが，年間を通して気温が高い
ことから，低コスト（無加温）で収量
も確保した上で秋冬期を含めたアスパ
ラガスの周年生産を実現できる可能性
がある。そこで，沖縄県農業研究セ
ンターにおいて，沖縄県で開発された
全期立茎型の長期どり栽培を基本とし
て，秋冬期の生産力増加を目的に，秋
～春期の異なる時期に親茎更新を行っ
て，その後の若茎萌芽の推移や収量性
を調査した。

1. 親茎更新時期と若茎萌芽の関係
（ポット試験）

容量 35L の大型のポリポットで栽
培した「ウェルカム」の 1 ～ 2 年生
株を用いた。栽培は無加温ハウス内で
行った。親茎更新までの少なくとも 2

か月間は収穫を行わず放任管理とし，
2015 年 度 に は 2015 年 8 月，9 月，
10 月に親茎更新する区，2016 年度
には 2016 年 11 月，12 月，2017 年
1 月，2 月に親茎更新する区を設け，
その後全期立茎管理（1 株当たり親茎
4 本）として，若茎の萌芽本数の推移
を調査した。

図 -3 の上段に 2015 年度，下段に
2016 年度の結果を示した。いずれの
親茎更新時期においても，親茎更新直
後に若茎萌芽数が急増し，その後は急
減するという萌芽パターンを示した。
よって，沖縄県，少なくとも沖縄県農
業研究センターの位置する沖縄本島南
部の気象条件下の無加温ハウスでは，
九州等では萌芽しない低温期でも，親
茎更新によって若茎萌芽が促進される
ことが明らかとなり，国産アスパラガ

スの端境期の狙った時期に合わせて親
茎更新を行うことで，その時期の収量
を増加させることができる可能性が示
された。なお，親茎更新による若茎萌
芽促進後の萌芽数の急減については，
親茎更新後直ちに親茎を立茎する全期
立茎であり，親茎の伸長中はそちらに
光合成産物が優先的に分配されるため

（渡辺ら 2018），若茎の萌芽数が急減
したものと考えられる。

2. 親茎更新時期が若茎収量に及ぼ
す影響（土耕試験）

「ウェルカム」10 年生株を用いた。
無加温ハウス内で全期立茎で土耕栽培
した植物体を，10 月中旬，11 月下旬，
2 月中旬（沖縄農研開発作型の親茎更
新時期）に親茎更新する区を設け，そ
の後全期立茎管理をして（うね 1m 当

図−3　‌‌親茎更新時期が旬別の若茎収量の推移に及ぼす影響 (土耕試験，沖縄県農業研究センター）

2015年度

2016年度

図-3 親茎更新時期が旬別の若茎萌芽本数の推移に及ぼす影響(ポット試験、沖
縄県農業研究センター）
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たり親茎 9本を目安）若茎収量の推
移を調査した。
旬別若茎収量の結果を図 -4 に示す。
10月中旬更新区，11月下旬更新区で
は，若茎収量は親茎更新直後に一旦
減少し，その後増加し，再び減少す
る傾向を示した。10 月中旬更新区で
は，他の区と比べて更新後の旬別若茎
収量の増加はほとんどみられなかっ
た。11 月下旬更新区では，他の区よ
りも 12 月中旬の若茎収量が多くなっ
た。1月から 2月にかけては全区同様
の収量の傾向を示し，徐々に若茎収量
が減少して 2月には全区ともほとん
ど若茎収量が得られなかった。その後，
2月中旬更新区では親茎更新後の 3月
から若茎収量が得られるようになった

が，10月中旬更新区，11月下旬更新
区では，3月も若茎収量はほとんど得
られなかった。4月以降，すべての区
で若茎収量が急増した。10 月～ 6月
の若茎可販物の合計収量は，いずれの
区も 10a 換算で 3t 以上で，有意差は
みられなかった ( データ略 )。
以上の結果から，端境期のうちの
狙った時期に合わせて親茎更新を行う
ことにより，栽培期間全体の収量を減
らすことなく端境期の若茎収量をピン
ポイント的に増加できる可能性が示さ
れた。ところで，今回の試験では，1
月中旬～ 2月ではすべての区でほと
んど若茎収量が得られず，3月では 2
月下旬更新区では若茎収量が得られた
が，その他の区では若茎収量がほとん

ど得られなかった。若茎収量がほとん
ど得られなかった 1月中旬～ 3月の
平均気温，平均地温は概ね 20℃以下
（16℃以上）であり（図 -5），ポット
試験の結果も踏まえて考えると，この
ような条件下では親茎を切除すれば若
茎萌芽はみられる（＝休眠状態にはな
いと考えられる）ものの，親茎が存在
する場合はその存在が若茎萌芽を抑制
している可能性が示唆された。

3. 沖縄県の長期どり栽培での経営
試算と国内市場出荷実現時のイン
パクト

異なる親茎更新時期での栽培試験の
時期別萌芽，収量パターンのデータ等
をもとに，年間収量 2.5t ／ 10a と仮
定して試算を行ったところ，親茎更新
時期による差は大きくはないものの，
11 月親茎更新区で収益性が最も高い
結果となった（表 -2）。そして，この
更新時期での長期どり栽培が沖縄県内
で 10ha 普及したと仮定すると，国産
品の特に少ない 11 月，12 月の端境
期に，東京中央卸売市場の現在の国産
品の取扱数量との比較で 11 月では約
10倍，12 月ではほぼ同量の生産量が
得られると試算され（表 -3），端境期
の国産アスパラガスの供給力強化に大
きく貢献できる可能性が示された。

おわりに

九州を対象として検討した夏季追加
立茎とビーエー液剤茎葉散布の組み合
わせでは，追加立茎時に地上部を過繁

図−4　‌‌‌親茎更新時期が旬別の若茎収量の推移に及ぼす影響(土耕試験，沖縄県農業研究センター)
　　　‌矢印は親茎更新した時期を示す

図-4 親茎更新時期が旬別の若茎収量の推移に及ぼす影響(土耕試験，沖
縄県農業研究センター)

矢印は親茎更新した時期を示す

10月中旬
更新

11月下旬
更新

2月中旬
更新

若
茎

収
量

(k
g/
1
0
a)

図−5　‌試験期間中の気温及び地温の推移 (土耕試験，沖縄県農業研究センター )
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移を調査した。
旬別若茎収量の結果を図 -4 に示す。
10月中旬更新区，11月下旬更新区で
は，若茎収量は親茎更新直後に一旦
減少し，その後増加し，再び減少す
る傾向を示した。10 月中旬更新区で
は，他の区と比べて更新後の旬別若茎
収量の増加はほとんどみられなかっ
た。11 月下旬更新区では，他の区よ
りも 12 月中旬の若茎収量が多くなっ
た。1月から 2月にかけては全区同様
の収量の傾向を示し，徐々に若茎収量
が減少して 2月には全区ともほとん
ど若茎収量が得られなかった。その後，
2月中旬更新区では親茎更新後の 3月
から若茎収量が得られるようになった
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区では，3月も若茎収量はほとんど得
られなかった。4月以降，すべての区
で若茎収量が急増した。10 月～ 6月
の若茎可販物の合計収量は，いずれの
区も 10a 換算で 3t 以上で，有意差は
みられなかった ( データ略 )。
以上の結果から，端境期のうちの
狙った時期に合わせて親茎更新を行う
ことにより，栽培期間全体の収量を減
らすことなく端境期の若茎収量をピン
ポイント的に増加できる可能性が示さ
れた。ところで，今回の試験では，1
月中旬～ 2月ではすべての区でほと
んど若茎収量が得られず，3月では 2
月下旬更新区では若茎収量が得られた
が，その他の区では若茎収量がほとん

ど得られなかった。若茎収量がほとん
ど得られなかった 1月中旬～ 3月の
平均気温，平均地温は概ね 20℃以下
（16℃以上）であり（図 -5），ポット
試験の結果も踏まえて考えると，この
ような条件下では親茎を切除すれば若
茎萌芽はみられる（＝休眠状態にはな
いと考えられる）ものの，親茎が存在
する場合はその存在が若茎萌芽を抑制
している可能性が示唆された。

3. 沖縄県の長期どり栽培での経営
試算と国内市場出荷実現時のイン
パクト

異なる親茎更新時期での栽培試験の
時期別萌芽，収量パターンのデータ等
をもとに，年間収量 2.5t ／ 10a と仮
定して試算を行ったところ，親茎更新
時期による差は大きくはないものの，
11 月親茎更新区で収益性が最も高い
結果となった（表 -2）。そして，この
更新時期での長期どり栽培が沖縄県内
で 10ha 普及したと仮定すると，国産
品の特に少ない 11 月，12 月の端境
期に，東京中央卸売市場の現在の国産
品の取扱数量との比較で 11 月では約
10倍，12 月ではほぼ同量の生産量が
得られると試算され（表 -3），端境期
の国産アスパラガスの供給力強化に大
きく貢献できる可能性が示された。
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茂気味で経過させる必要があり，現場
普及のためには追加立茎後の病害発
生，特に褐斑病への対策が必要である。
また，現在アスパラガスの生産面積が
1 ha にも満たない沖縄県については，
アスパラガス長期どり栽培の普及先と
して想定される簡易ハウスでは，台風
対策として被覆フィルムを除去し植物
体が風雨に晒される頻度が九州等より
も高くなると考えられるため，茎枯病
への対策が必須である。今回ご紹介し
た結果は，いずれも国産アスパラガス
の端境期の供給力を強化できる可能性
を示したものであると考えているが，
今後は，実現されれば市場へのインパ
クトの大きい沖縄県でのアスパラガス
生産の普及，産地形成を主な目標とし

て，病害対策を含め検討を進めていき
たいと考えている。

本研究は，農林水産業・食品産業科
学技術研究推進事業（発展融合ステー
ジ）「積極的な光合成産物蓄積手法と萌
芽制御によるアスパラガス長期どり新
作型の開発」（H27 ～ H29）により実
施した。また，今回ご紹介した成果に
関する試験は，長崎県農林技術開発セ
ンター農産園芸研究部門の陣野信博氏

（現在　長崎県県央振興局農林部農業企
画課），浜崎　健氏（現在　長崎県農林
部農産園芸課），柴田哲平氏，沖縄県農
業研究センター野菜花き班の登野盛博
一氏，中村朝子氏，首藤亜耶乃氏　他
の皆様にご担当いただいた。この場を
お借りして御礼申し上げます。
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2月親茎更新(慣行) 11月親茎更新

収量 (kg/10a)

生産額 (円/10a) 3,221,973 3,336,523

経営費計 (円/10a) 1,746,654 1,764,956

　うち販売経費 711,410 727,104

　うちその他経営費 1,035,244 1,037,852

所得 (円/10a) 1,475,319 1,571,567

　　　　　　　　2,500

表-2　2月親茎更新(慣行）と11月親茎更新の収益性の試算
（沖縄県農業研究センター）表−2　‌2 月親茎更新 (慣行）と 11月親茎更新の収益性の試算（沖縄県農業研究センター）

10月 11月 12月 1月 2月

外国産 399 285 190 132 277

国産 63 3 15 49 131

沖縄 11月親茎更新栽培(栽培面積10ha)z 35 32 20 8 1

z
収量2.5t/10aで試算

東京中央卸売市場の取扱数量
(平26～28年平均)

表-3　現状の東京中央卸売市場の取扱数量と,沖縄県で11月親茎更新栽培が10ha普及した場合
の想定生産量の試算(t)（沖縄県農業研究センター）表−3　‌現状の東京中央卸売市場の取扱数量と ,沖縄県で11月親茎更新栽培が10ha普及した場合の想定生産量の試算 (t)（沖縄県農業研究センター）


